
  

 

第2回 益田市中山間地域将来ビジョン会議 次第 

                            令和5年10月23日(月) 13：30～15：30 

                            益田市役所 本館3階 第2会議室 

１ 開  会 

 

 

２ 議長あいさつ 

 

 

３ 協  議 

 (1)視察の振り返りについて                    資料1 

 

 

 

 

 

 

(2)中山間地域の課題整理について                資料2  

 

 

 

 

 

 

４ 意見交換 

   

 

 

 

 

 

 

５ その他 

   次回開催日程について 

   日時：11月17日（金）13：30～15：30 

場所：益田市役所 本館3階 第1会議室 

 



 

益田市中山間地域将来ビジョン会議 視察研修振り返り 

                               

 

1. 感想 

 ・久利、馬路地区いずれも公民館（まちづくりセンター）が主体的に加わる活発な活動を展開する地区（地

域）への援助は好ましいが、その域に達しない地域は更に廃れていくのでは。 

 

 ・説明された役員の活動に対する熱い思いを感じることができた。地元の皆さんの意気込みを肌で感じら

れ、刺激となった。 

 

 ・２つの地区を視察し感じたことは、やはり何らかの形（補助金、助成金、委託を引っ張る。収益を生む。）

で運営資金を捻出しその中から人やサービスに対して資金を流入していく必要がある。また、新しいこ

とに対して積極的。地域を存続させるために必死さが伝わってきた。 

 

 ・２地区とも自分ごととして考え計画・行動されているのが印象的だった。周囲を巻き込み、任せる器の

大きさも必要であると感じた。 

 

 ・組織の編成・市役所をはじめとする各行政機関への働きかけ・住民への説明、説得等 「々立ち上げ一世」

の皆様の熱量の多さには感心した。 

 

 ・ふるさとを何とかしていこうという熱い思いが伝わってきた。将来的な目標としては「安心して暮らせ

る地域」であり、手法が関係人口の拡大や賑わいの創出が生きがい対策につながっている点など、どこ

に住んでも地域に住む方々の思いは変わらないと安心した。暮らしの安心は、年代、性別、住む環境に

かかわらず、将来にわたって、誰もが願うあるべき姿だと思った。 

 

 ・地域づくりを住民と一緒に考え、主体的に取り組んでいくためには、地域住民全体の意識改革も大切な

要因ではないかと思った。 

 

 ・地域にないものではなく、地域にあるものを発見してどのようにそれを活かすのかに注目している点が重要

ではないかと感じた。 

 

 

2. 計画に取り入れたら良い点等 

 ・共通的な課題にプラスして地域固有の実情などをきちっと把握する必要がある。対策の優先順位を考え

る中で、本質が見えない状況にならないようにすることが大切だと思った。 

  

・最長で５年程度の計画が良いのではないかと思う。 

 

・基本計画は「指針」（ガイドライン）のようなものが良いのではないかと感じた。 

 

・３つのゾーンに分けて考えるのが良いのではないかと感じた。 

 （益田市街地【益田・吉田・高津等】、遠隔地【美都・匹見】、準遠隔地【種・真砂・二条等】） 

 

・限界地区の支援策として、隣接地区と統合という選択肢もあるのではないかと感じた 

 

・「なぜこれを作るのか？」をしっかりと考え、基本方針の最初に明記することが良いと思う。 

資料１ 

アンケートより抜粋 



　10/20時点

ビジョン 方針 課題 現在の対策 方向性

①市道管理路線及び延長の増
②施設の老朽化

路線集約化の検討
管理を実施する上での評価基準策定の検
討
道路利用者からの情報提供の効率化

①建物管理の必要性や空き家問題へ
の理解不足
②所有者不明

「益田市空家等対策計画」
空き家発生の抑制、適切な管理と土地建
物の利活用、管理不全状態の解消、地域
一体となった対策

①担い手不足
②担い手への負担増
③草刈りの燃料高騰

受託可能団体の情報の収集と提供
委託単価の見直し

①人口減少・高齢化社会への対応
②社会状況や市民の特性に対応した
移動手段の確保
③利用者の減少と効率的な運行への
対応
④運転士不足への対応
⑤まちづくりと連動した公共交通体
系の対応
⑥地域を含め、多様な主体等協働・
連携した対応

「益田市地域公共交通計画」
市民の日常生活やまちづくりを支える地
域公共交通網の形成
利用しやすい地域公共交通サービスの提
供
持続可能な地域公共交通の仕組みづくり

①商店がないことによる買い物困難
者の増
②ATMやガソリンスタンドがないこと
による、生活機能不便

「各地区の買い物支援の状況」
買い物支援：既存システム（移動販売、
ネット販売、送迎サービス）の活用

①危機管理体制の強化
「益田市防災ハザードマップ（防災ガイ
ド＆マップ）」「自主防災組織設立状況
自主防災体制整備

①持続的な医療の提供
広域の医療機関の連携の強化を図り、医
療体制の確保

①生活課題への対応
②複合的な課題を抱える世帯への支
援

重層的な支援体制の構築

「益田市鳥獣被害防止計画」に基づく対
策

①特徴ある農林水産業の基盤強化

①新規創業と事業承継の支援
②地域産品を活かした産業の支援

「益田市中小企業・小規模企業振興基本
条例」

①学校教育と社会教育の往環

地域自治組織活動支援
地域人材の育成

①持続的に発展する農業経営
②農村環境の維持
③有害鳥獣対策（２）遊休農地・耕作放棄地

（４）産業振興

（３）農業の担い手

（１）教育環境
「益田市の未来を担うひとづくり計画」
「益田市ひとづくり協働構想」
「今後の小中学校のあり方に関する基本
方針」（２）ひとづくり ①少子高齢化、人口減少に対応した

持続可能な地域づくりの推進
②新たな担い手の確保の推進（３）地域自治組織

「ますだ食と農の基本計画」（抜粋）
地域循環型農業の確立
担い手の確保・育成
農業生産性の向上
農村環境の維持・保全
担い手支援センターにおける新規就農者
の掘り起こしや支援

Ⅵ．人と人がつながり、支え合うまち （６）防災

Ⅰ．子育てにやさしく、誰もが健や
かに暮らせるまち

（例）２
地域共生社会の

推進

（１）医療

（２）福祉

Ⅵ．人と人がつながり、支え合うま
ち

（２）空き家

Ⅴ．安全で快適な環境で暮らせるま
ち

（３）草刈・除雪

益田市が目指すビジョン・課題・対策について（案）

総合振興計画基本目標 基本戦略 項目

（例）
誰もが
安心して
住み
続ける
中山間地
域を

目指して

Ⅳ．ひと・もの・情報をつなぐネッ
トワークが整備されたまち

（例）
暮らし
続ける

（例）１
生活機能・サー
ビスの維持・確

保

（１）道路整備

Ⅳ．ひと・もの・情報をつなぐネッ
トワークが整備されたまち

（４）公共交通

Ⅲ．産業・観光振興による活力ある
まち
Ⅴ．安全で快適な環境で暮らせるま
ち

（５）買い物支援・燃料

Ⅲ．産業・観光振興による活力あるまち
（例）
産業を
守る

（例）３
中山間地域の
産業振興

（１）有害鳥獣被害

Ⅱ．ふるさとを想う心にあふれた人
が育つまち
Ⅵ．人と人がつながり、支え合うま
ち

（例）
つなが
り合う

（例）４
小さな拠点づく

りの推進

資料2
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